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― やさしく かしこく つよく ― 

柿小だより 
 

令和２年 7月 22日 柿崎小学校発行 

 

柿崎小学校 UD（ユニバーサルデザイン）授業の取組 
 

マイクラス UD（ユニバーサルデザイン）とは、「みんなでつくる」全員参加の授業の在り

方のことを指し、すべての学級でこの考え方を意識した授業を展開しています。学級担任

は、一人一人の児童の実態を把握し、全員授業に参加できるよう、必要な手立てを講じ、

提示の仕方を工夫しています。このマイクラスの UDの考えを生かし、全てのこどもが「分

かる・できる・楽しさ」を実感できるようにしています。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はまどり 

授業 1 時間の流れを示し、見通しをもって活

動できるようにしています。これを見ながら子

どもたちは安心して活動に取り組めるととも

に、できた時には達成感を味わえます。 

学習中、聞き手の子どもは、発言する子どもの

方に体を向け話を聞きます。話が終わると「勇気

をもって発言してくれてありがとう。」「よく分

かったよ。」の気持ちを込めて相槌や拍手をしま

す。これにより、発言した子どもは自信を深め、

がんばろうという気持ちになります。 

友達のよいところを考え、シートにまとめ、そ

れを互いに伝え合う活動をしています。よいと

ころを聞いた友達は照れながらも、嬉しそうに

耳を傾けています。この活動から、子どもたち

は、学習中にも互いの意見や考えを認めながら

活動できるようになります。 

集中力を持続させるために、黒板の周囲に貼

る掲示物の数は最小限に留めます。また、必要な

視覚情報を最小限に留めながら黒板に提示しま

す。モニタなどで動画も見ています。 
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２年生 きずな学年の活動紹介 

 

①畑作りスタート！ 

２年生は生活科で野菜の栽培活動を行ってい

ます。土起こしから挑戦し、手にまめができる

ほどがんばりました。しかし、子どもだけの力

では完了させることができませんでした。そこ

で、地域の方にお願いの手紙を書きました。 

 

   
②野菜を植えたよ！ 

 ５月上旬に、一人一人の畝に野菜の苗を植

えました。ミニトマト、トマト、キュウリ、

カボチャ、ピーマン、小玉スイカ、オクラ、

トウモロコシといった自分が育てたい野菜を

選び、心を込めて植えました。 

 

  
③野菜のピンチ 益虫を増やそう！ 

 野菜を植えてから、子どもたちは野菜の生

長を楽しみに世話を行いました。しかし、ア

ブラムシやウリハムシが、大切な野菜たちを

食害し始めました。そこで、わらを引いた

り、雑草を抜いて草マルチにしたり、キラキ

ラテープを貼ったりしました。すると、テン

トウムシが増え、ウリハムシの数が減りまし

た。野菜は元気を取り戻していきました。 

④ 待ちに待った収穫！でも、再び…… 

 ６月中旬からキュウリ、ミニトマト、下旬からピーマンが採れ始め、子どもたちも満足そう

でした。しかし、たくさんの野菜がカラスに食べられ、偽カラスを作ったり、網をかけたりし

ました。このように、栽培活動の中で起きる問題の解決方法を考えたり、失敗を次に生かした

りすることで、粘り強く取り組む力や自分の活動を調整する力を育んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



楽しく有意義な夏休みに！ 
  ４月７日の始業式から始まった１学期は、途中の臨時休業とそれ

に伴う 1 学期の延長により、６９日間でした。学校に子どもたちの笑

顔が戻り、新しい生活様式に慣れてきました。 

  いよいよ、子どもたちが楽しみにしている夏休みが始まります。１

学期の学習や生活を振り返るとともに、長いお休みにしかできない

体験や経験を積んで、さらに大きくたくましく成長してほしいと願っ

ています。 

学校では、夏休みの過ごし方について下記のように指導いたし

ました。改めて、家庭でもお家でのルールやマナーを確認し、子ど

もの毎日の生活が安全でより充実した経験を積む機会となるようにご指導をお願いします。 
 

１ 心身共に健康な生活を 

○ 新型コロナウイルス感染予防をする。（三密を避ける、マスク着用、手洗い、毎朝の検温） 

○ 毎日きちんとした生活のリズムで過ごす。 

○ むし歯などの治療は早目に終わらせる。 
 

２ 安全な生活を 

○ 交通ルールを守る。（安全確認をする、飛び出しをしない、信号を守るなど） 

○ 家での自転車乗りについての約束を確認し、約束を守って乗る。 

〇 キックスケーターやスケートボードなどのローラーのついた乗り物は道路や歩道で乗らない。 

○ 火いたずらなど危険な遊びはしない。花火は大人とする。 

○ 知らない人についていかない。(「いか・の・お・す・し」を合言葉に）名前を教えない。 

○ 校区外には責任のもてる大人と出かける。（子どもどうしでは、出かけない。） 

○ 子どもだけで、ゲームセンターなどへ出入りしない。保護者同伴でもなるべく行かない。 

○ 魚釣り・水遊びは、川でも海でも、大人といっしょに行く。 
 

３ 自主的で、規律正しい生活を 

○ 自分から進んで計画を立てて学習する。 

○ 屋外での遊び、友達との遊びについては、家の人と相談する。 

・外出するときは、行き先、用件、帰る時刻などを告げて出かける。 

・朝の９時までは、遊びで外出しない。遅くとも夕方５時までには家に帰る。 

○ お金の使い方、商店への出入りに十分気を付ける。 

（万引き、おごり合い、金銭の貸し借り、一度に高額を使うなどは絶対にしない。） 
 

４ 家族や地域の一員としての自覚を 

○ 気持ちを込めたあいさつを家庭や地域でする。 

○ 家族の手伝いを進んでする。 
 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 


